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放射線管理等報告書の一部訂正について 
 

１．概要 
 「令和３年度下期放射線管理等報告書」において，「１ 放射性廃棄物の廃棄の状況」に

誤りを確認したため，報告書の記載を一部訂正させて頂きます。 
 
２．訂正箇所と発生原因 
（１）訂正箇所①：「１ 放射性廃棄物の廃棄の状況」の「（２）液体状の放射性廃棄物に

含まれる放射性物質の放出量及び濃度」のうち，「③ 排水口以外の箇所

における放射性物質の種類別の年間放出量（特定原子力施設に限る。）」

における堰内雨水のうち９０Ｓｒ・３Ｈの値及び各測定の箇所の年間の排

水または散水量値 
発生原因：過去の放射線管理等報告書の電子データを使用し、令和３年度下期放

射線管理等報告書を作成したが、保存をせずに印刷した後、電子ファイ

ルを閉じてしまった。その後、当該データを報告書取り扱いグループに

報告したことから、令和３年下期報告内容を誤って報告してしまった。 
 
 

（２）訂正箇所②：「１ 放射性廃棄物の廃棄の状況」の「（２）液体状の放射性廃棄物に

含まれる放射性物質の放出量及び濃度」のうち，「④ 排水口以外の箇所

における放射性物質の種類別の濃度の３月間についての平均値及び最

高値」（特定原子力施設に限る。）における５・６号機滞留水の処理済水

のうち前半の３月間の１３７Ｃｓ・９０Ｓｒ・３Ｈの平均値 

発生原因：散水を実施するためには、予め弊社化学管理システムにおいて、散水

の許可を受け、その後散水の実績を化学管理システムに登録することと

なっている。その後、化学管理システムより散水実績を抽出し、報告デ

ータとしていた。 

しかし、2021 年 11 月 29 日に５・６号機滞留水の処理済み水の散水が

されていたが、担当者が散水を実施していないと思い込み、散水実績を

化学管理システムに登録していなかったため、誤って報告してしまった。

なお、請負企業からは、当日の散水実績の報告を受けていた。 



 

３．再発防止対策 

①印刷を行うフォルダを限定し、電子データのフォルダを「作成」、「上覧」、「承認」の階

層に分け、アクション毎に移動させることを手順に定める。 

②化学管理システムに散水実績未入力のアラームが出るよう化学管理システムの改良を行

い、入力漏れを防止する。併せて、企業から提出される散水実績と化学管理システムから

出力される散水実績を照合することとする。 

 

４．添付資料 

・令和３年度下期放射線管理等報告書 正誤表



（１）令和３年度下期放射線管理等報告書 正誤表 
 
 
訂正前 訂正後 

  
赤字は訂正箇所を示す。 



（２）令和３年度下期放射線管理等報告書 正誤表 
 

訂正前 訂正後 

  
赤字は訂正箇所を示す。 


